
団体紹介 

２０１９年創設。当事者（食物アレルギーの子どもと家族）と地域の

人が一緒になって考え、子どもを支える会です。代表も食物アレルギ

ーの子どもの保護者であり、京都市内の食物アレルギーの子どもを

支援する NPO のスタッフとしても働いています。メンバーメール登録

者が２０名ほどいて、その都度スタッフになってもらっています。 

 

今年度の事業紹介と次年度以降の予定 

食物アレルギーを有する乳児は全体の１割と言われているほどで、

今や珍しくはありませんが、偶然同じ境遇の仲間に出会えるほど多

いわけでもありません。そのため、食物アレルギーの子どもの保護者

は「周囲に仲間を見つけられない」「理解してもらえない」という中で、

孤独に頑張っていることも多くあります。当会では、食物アレルギーの

子どもと家族が長岡京という地域の中で理解者を得て、生き生きと

生活できるような地域づくりを目指しています。 

・食物アレルギーの専門医の勉強会 

・食物アレルギーの子どもの保護者の交流会 

・地域の人に食物アレルギー関心を持ってもらうための啓発活動 

・食物アレルギーの子どもが安心して参加できるイベントの実施 

 

食物アレルギーの啓発ポスターのイベントでの展示や長岡京市教

育委員会と食物アレルギー専門医の協力を得ての『食物アレルギー

児の小学校入学準備勉強会』開催や食物アレルギー児の保護者交

流会を企画していましたが、新型コロナウィルスの影響で多くのイベ

ントが中止となりました。啓発ポスターの展示機会も失ったため、人

を集めずに通りすがりの人の目に留まるよう、１か月間様々な場所で

の掲示をする企画に変更し、SNS でも積極的に展開しました。これ

は苦肉の策でしたが、かえって多くの方の目に留まり、思いもよらな

い広範囲（北海道～沖縄）まで掲示協力者が現れ、新たなつながり

が生まれました。次年度以降の企画につながっています。 

『食物アレルギー児の小学校入学準備勉強会』については、オンラ

インで実施しました。オンラインでは講演パートは良いのですが、双

方向の交流となると当会の不慣れな面もあり、難しさを感じました。

しかし、子どもが小さい保護者が主な対象者であるため、参加者か

らは子どもがいても参加しやすかったという好意的な意見が多くみら

れました。食物アレルギーがあると小学校入学など生活の新たな局

面に不安があります。しかし、事前に小学校の体制や保護者ができ

る準備を知ることで、不安を減らして小学校入学を楽しみにできるよ

うになったという意見がほとんどでし

た。こちらについては実施時期の変更

などは今後の課題ですが、今後も必

要な事業であると考えています。 
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食物アレルギー児の暮らしを考える会 長岡京／食物アレルギーのある子どもとその家族の支援 



食物アレルギー児

の保護者交流会に

ついては、人数を５

人以下に制限し、３

回実施しました。本

来は月に１回程度

継続的に開催し、そ

の都度食物アレル

ギー配慮商品の調

理などを企画してい

ましたが、それは断

念せざるを得ませ

んでした。 

食物アレルギー児

の保護者が仲間を

見つけて安心して

話せる場作りは必

要不可欠なもので

す。今後、どのような

形で実施するのか、

オンラインで十分な

効果があるのかは

検討課題として残っ

ています。  



 


